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kを体，S := k[x1, . . . , xn]をk上の多項式環とし，X := {x1, . . . , xn}
とおく. M をZn次数付き加群とする. Zn斉次元 u ∈ M と，Z ⊂ Xに
対し，M の k部分空間 uk[Z] = ⟨ uv | v ∈ k[Z] ⟩ ⊆ M が k[Z]加群と
して自由加群であるとき，uk[Z]をM のスタンレー空間と呼ぶ. M の
Zn次数付き kベクトル空間としての分解

(M =)D =
s⊕

i=1

uik[Zi]

は各 uik[Zi]がM のスタンレー空間であるとき，スタンレー分解とい
う. また，

sdepthD := min{#Zi | i = 1, . . . , s }
をD のスタンレー深度，

sdepthM = max{ sdepthD | D はスタンレー分解 }

をM のスタンレー深度という. スタンレーは論文 [3]において，以下
の予想を提示した.

予想 (スタンレー，1982). #k = ∞のとき，

sdepthM ≥ depthS M.

本講演において，上記予想と，同じくスタンレーによるPartitionabil-
ity予想との関連と，スタンレー深度に関する結果 [1, 2]について紹介
する.
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